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八面山は中津市を代表する山であり、その眺望は素晴らしく、平成 28 年 8 月 3 日に

は、八面山からの夜景が日本夜景遺産の自然夜景遺産として認定されました。さらに

平成 29年 4月 28日に日本遺産として認定された｢やばけい遊覧～大地に描いた山水絵

巻の道をゆく～｣の構成要素の一部です。 

こうした八面山の魅力をより多くの方に満喫していただくため、山頂トイレと天空

の道展望所の施設整備を行いました。 

１．整備の目的  

近年のアウトドアブームにより、八面山にある４つの遊歩道を散策する人や、パラ

グライダー、ロッククライミングで訪れる人が増加していますが、これまで山頂付近

のトイレは箭山神社前の１か所のみでした。また「天空の道展望所」は国東半島・周

防灘・豊前平野が一望でき、天気の良い日には山口県までを見渡すことができる眺め

の良い場所ではありますが、自然の地形をいかした展望所で外灯などもなく、誰でも・

いつでも楽しめるものではありませんでした。 

今回、八面山でアウトドアを楽しんでいる方により快適に過ごしていただくために、

山頂付近にバイオマストイレを整備しました。また、誰でも・いつでも安心して八面

山からの眺望を楽しめるように、天空の道展望所にバリアフリー化し足元灯を設置し

た展望デッキを整備しました。 

２．概要  

【山頂トイレ】 

 供 用 開 始：令和元年１１月１日 

 設 置 場 所：山頂付近のアマチュア無線基地局付近 

 概 要：・バイオマストイレ（微生物による分解） 

      ・１月末現在 526 人が利用 

 事 業 費：12,381,588 円 

（財源内訳）県補助金 5,000,000 円 地方債 7,300,000 円 一般財源 81,588 円 

 

 

 

 

【天空の道展望所】 

供用開始：令和２年３月末（予定） 

 設置場所：八面山北側（テレビ電波塔付近） 

概  要：・スロープを設置しバリアフリー化を図る 

    ・夜間来場者の安全確保のために足元灯を設置 

 事 業 費：24,722,500 円（当初契約時） 

（財源内訳）県補助金 7,993,000 円 地方債 16,700,000 円 一般財源 29,500 円 

 【問合先】 

三光支所 地域振興課 大友 

TEL:0979-43-2050 

中津市民の母なる山「八面山」を満喫 

～“山頂トイレ”と“天空の道展望デッキ” が完成します ～ 

※バイオマストイレの特長 

杉チップを利用したコンポスト処理方式で、好気性微生物が

し尿を二酸化炭素と水に分解処理します。 

 

 

※完成お披露目を予定しております。 

詳細が決まりましたらご連絡を差し上げます。 


